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【背景】 
















傍大動脈リンパ節郭清術」を『PALA 群』として、術後 12 ヶ月までの性機能、排尿機能、QOL ス
コアをそれぞれ温存群と比較した。 
性機能評価には Female Sexual Function Index（FSFI）、排尿機能評価には過活動膀胱症状ス
コア Overactive Bladder Symptom Score（OABSS）、国際前立腺症状スコア International Prostate 
Symptom Score（I-PSS）（QOL に関する 1 項目（排尿 QOL スコア）を含む）、尿失禁症状スコア
International Consultation on Incontinence Questionnaire-Short Form（ICIQ-SF）、QOL評価









温存群と PLA 群の比較では、すべての時期において FSFIに差がなかったが、SF-36の身体機能、
全体的健康感、活力は PLA群より温存群で高かった（p<0.05）。I-PSS蓄尿症状は 12ヶ月におい
て PLA群に比べて温存群が高かった（p<0.05）。 













3．術後 3-6ヶ月では温存群より PALA群の QOLが低下しており、傍大動脈リンパ節郭清は侵襲が
大きく、QOLに与える影響としては骨盤神経の温存の有無よりも大きい可能性がある。 
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